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千円 ％
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［組織］

39,600 6.6

事業３

芸術文化振興事
業

ノバホール・つくば
カピオ管理運営事
業

国際交流事業

事業１

事業２
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指定管理者としてノバホール・つくばカピオの管理運営
を的確に行い，更なる安全性，サービスの向上に努め，
地域住民の文化・サークル活動の一層の高揚を図る。

設　立
目　的

   筑波研究学園都市の振興・発展を目指して，地域情報の収集提供や芸術・文化の振興活動，さらに
在住外国人に対する支援活動等を行うことにより，住民の豊かで魅力ある都市生活の向上に寄与す
る。

事　　　業　　　名

75,718

4,146

0

５０代以上

職員

管理職

０８整理番号

［法人の概要］

出資法人等経営評価書（公益法人会計用）

平成１８年７月１日現在

　

　

財団法人つくば都市振興財団

1.7

優れた舞台芸術作品，演奏家の招聘公演を中心に，住
民参加型企画等を複合的に行うことにより，住民の芸術
文化に対する理解を深めるとともに，すそ野の拡大につ
とめる。

３０代 ４０代

0

平均勤続年数

1
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0 0
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筑波都市整備株式会社

千円
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平成１８年度事業費

株式会社常陽銀行

千円

213,268

内　　　　　　　　　　　　容

ホームページＵＲＬ

出資順位

国際都市つくば及び周辺地域に在住する外国人への支
援事業並びに地域住民との交流事業の実施により，相
互理解を深め国際交流の推進を図る。
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100,000
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理事長　鈴　木　　宏　（常勤）

茨城県つくば市竹園1-10-1
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［収支の状況］ 　

収入合計

支出合計

当期収支差額

正味財産増加額

正味財産減少額

資産

負債

正味財産

財団法人つくば都市振興財団

89,636

平成１６年度 平成１７年度平成１５年度

364,040

239,895

124,145

391,803

247,150

144,653

396,913

255,362

141,551

394,056

75,895

2,972

393,098

316,363317,203

2,246

77,693

124,242

112,807

132,118

2,502

646,087

2,857
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3,478

△ 1,295 △ 17,360

113,774

108,296
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21,106

△ 32,016

45,998

700,480

649,565

617,549649,565

△ 1,765

646,087

616,491

698,119

83,421

614,698

00

28,032

50,915

43,709

0

7,2066,033

0

52,031

　

0

123,395

381,400

291,764

689,901

67,241

622,660

財政的関与の割合（％）

617,549

0

区　　　　分

事業収入

事業外収入

事業支出

　

2,631

1%

2,631

収

支

の

状

況

事業外支出

うち管理費

うち人件費

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産

期末正味財産

流動資産

固定資産

　　計

流動負債

うち短期借入金

固定負債

うち長期借入金

貸付金

区　　　　分

財

産

の

状

況

（単位：千円）

補助金

委託金

0 0 0

2,7482,748

［財的関与の状況］

財
的
関
与
状
況

（単位：千円）

平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度

649,565646,088

647,852

72,352

83,989

44,320

支　　出　　項　　目 目     　的　 ・ 　内　      容　・　効　　　　果

補助金
 

委託金
茨城県近代美術館つくば分館の企画展開催時の夜間臨時警備業務

貸付金
 

［平成１７年度の補助金等の目的・内容等］

　

損失補償・債務保証

2,7482,748

1%

　

1%
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計画性

組織の管理運営上における人的・
物的な経営資源が有効活用されて
いるか

各評価項目については，「出資法人等
経営評価指標及び評価基準等」を参照

効率性

   現在運用中の国債・地方債が平成１９年度までに満期を迎えるため，今の基本財運用
収入を維持するため今後の運用方法について充分な検討を重ねる。また，事業面では，
更なる企画力・サービスの向上を図り事業収入の増加につなげ，安定した財源確保に努
める。

健全性 効率性
   各事業における収
支比率（人件費を考
慮した）を重視し，採
算性と公益性，住民
ニーズ等のバランス
を考え，既存事業を
見直すとともに新た
な事業展開の方向性
を検討する。

   今年度より，ノバ
ホール・つくばカピオ
の指定管理事業がス
タートしたため，今年
度は，光熱水費等の
支出状況を分析し，次
年度の削減目標数値
策定のための情報を
収集する。また，財団
本体についても，昨年
度に引き続き支出状
況を分析するととも
に，人件費の見直しも
含め削減に努める。

［法人の自己評価（経営概況，経営上の課題・対策等）］

組織，人事，財務等の内部管理体
制が適切に整備・運用され，かつ
情報公開による透明性の確保が適
切か

計画性

目的適合性

法人の財務体質が健全であるか，
また，各事業の採算性がとれてい
るか

健全性

経営目的，経営方針が各種計画に
反映され，計画・実行・見直しが行
われているか

法人が行っている事業と当初の設
立目的が適合しているか

《評価の視点》

今後の事業展開の方向

目的適合性 組織運営の適正性
   平成１８年度よりノ
バホール・つくばカピ
オの指定管理者制度
（指定期間３年）がス
タートした。３年後に
再度指定を受けるた
め，管理部門の強化
を図るとともに，事業
部門についても最大
限に収益・効果を得る
ため企画力・営業活
動を強化し，財政面で
の安定化を目指す。

   設立目的に沿って公共
的な事業展開を図ってい
るが，主な事業が芸術文
化事業，施設管理運営
事業であるため，税法上
収益事業費率が高くなっ
ている。今後の事業展開
においては，平成１８年
度から指定管理者制度
がスタートしたこともあ
り，利益率と公益性のバ
ランスを保ち，更なる住
民サービスの向上に努
め公益法人としての役割
を果たしていく必要があ
る。

   平成１８年４月より
ホームページをリ
ニューアルし，事業
内容・情報を積極的
に公開している。財
務情報等についても
公開に向け現在準備
中。

組織運営の
適正性

17.6%

 

5.0%

3.1%効率性

合計

2 40

32

102

1

18

公益法人会計用
財団法人つくば都市振興財団

警　戒　指　標

満点

8

14

8

得点率

87.5%

14.3%

75.0%

評点

7

2

64

評価項目数

4

5

［評点集計］

健全性 11

組織運営の適正性

評価の視点

計画性

目的適合性

9

33
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［法人を担当する課の意見］

平成２０年度

・ 職員配置・サービス向上策を検討
・ アンケート調査等の実施により，市民
　二ーズを把握し，採算性の高い事業を
　企画
・ 共催事業の積極的導入
・ 基本財産の運用方法の検討し決定
・ カピオ・ノバホール利用料収入
　（平成⒙年度目標50,360千円）
・公演事業収入
　（平成⒙年度目標29,718千円）
・ 経費(光熱水費)の分析
・地域手当の１％削減(対前年比)

・ 職員配置・サービス向上策等を前年
　 度を踏まえ検討
・ アンケート調査等の実施により，市民
　二ーズを把握し，採算性の高い事業
　を企画
・ 市民参加型事業の開催
・ 周辺市町村ネットワークの構築
・ 共催事業の積極的導入
・ 基本財産の運用方法の検討し決定
・ カピオ・ノバホール利用料収入目標
　（平成⒚年度　50,864千円）
・公演事業収入目標
　（平成⒚年度　30,610千円）
・ 経費(光熱水費)の１％減(対前年比)
・給与等５％削減(対前年比)

・ 効率的な管理システムの確立
・ アンケート調査等の実施により，
市民
　二ーズを把握し，採算性の高い
事業
　を企画
・ 市民参加型事業の開催
・ 周辺市町村ネットワークの構築
・ 共催事業の積極的導入
・ 基本財産の運用方法の検討し決
定
・ カピオ・ノバホール利用料収入目
標
　（平成20年度　51,881千円）
・公演事業収入目標

   管理部門及び事業
部門について，具体
的な数値目標を設定
し計画的な運営を図
る必要がある。

計画性 効率性健全性組織運営の適正性目的適合性
   利用者及び住民
ニーズ等を的確に捉
え，収益性を高めると
ともに，芸術・文化の
振興及び国際交流の
活性化という公益性を
考慮した事業を実施す
る必要がある。

   芸術・文化振興事
業や国際交流事業
については，収益を
主たる目的としない
が，各事業における
採算性にも考慮した
事業展開を行う必要
がある。

   光熱水費等管理費
について，各項目毎に
内容を分析し，効率的
な支出に努める必要
がある。

   事業内容・情報を
積極的に公開し，財
務情報等についても
公開できるよう努め
る必要がある。

   筑波研究学園都市における芸術・文化振興等を図ることは，本都市のみならず県全体
の魅力を高めることにつながり，つくばエクスプレスの開業による効果も合わせて，その役
割は一層重要になるものと考える。
   今後は，ノバホール，つくばカピオの指定管理についても，引き続き指定を受けられるよ
う管理部門の充実を図るとともに，採算性の高い芸術・文化振興事業を企画し，集客力を
高め，財務の健全性を図る必要がある。
   また，組織的には，前年度同様，給与の見直し等を含めた人件費等の削減を図るよう努
める必要がある。

法人担当課の意見

－ －

第
４
次
行
財
政
改
革
大
綱
等
の
推
進
工
程

推進事項

計
　
　
　
画

取
 

組
 

状
 

況

平成１８年度

－

1 企画力の充実，住民サービスの向上
　　（１）指定管理事業における効率的な管理運営システムの構築
　　（２）公演事業の見直し（アンケート調査等の実施，共催事業等の実施，助成金活用による
          公演内容 の充実）
２　自主財源の確保
　　（１）基本財産の運用(平成⒙年度運用方法の検討及び決定，平成⒚年度運用開始)
　　（２）事業収入（カピオ・ノバホール利用料収入の増加，公演事業収入の増加）
３　経費の削減
　　（１）光熱水費の削減
　　（２）人件費等の削減

平成１９年度
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［総合評価］

から県民のみなさまへ＞

組織運営の適正性 健全性 効率性

総合的所見等

概ね良好 改善の余地がある 緊急の改善措置が必要

   平成１８年度から「ノバホール」，「つくばカピオ」に指定管理者制度が導入され，より効率
的な運営が求められることや，「つくば市」からの補助金等の減額が見込まれることなど，
当法人の経営環境は厳しい状況となっている。また，つくばエクスプレスの開業により，人
口増加，商業施設の拡充等つくば地区は大きく変貌し，これらの環境変化に適切に対応で
きる体制づくりを行う必要がある。
   基本財産の適切な運用，自主財源の確保及び経費見直し等を行い効率的な運営を図
るとともに，指定管理者制度の趣旨を踏まえ住民サービスの向上に努められたい。

取組みを強化すべき視点 計画性 目的適合性

　当財団は，筑波研究学園都市を中心に住民の豊かで魅力ある都市生活の向上を目指し平成３年より事業を展
開してまいりました。つくばエクスプレスの開業後，ハード面の整備が着々と進み，今後，人口増加も予測されるつ
くばにおきましては，ソフト面の充実にむけた当財団の事業活動はますます重要になるものと思われます。しかし
ながら，民間企業の参入も視野に入れた指定管理者制度の導入に加え，つくば市から補助金削減計画が発表さ
れる等，当財団を取り巻く環境は大変厳しい状況にあります。今後，健全な経営環境のもと安定した事業展開を
図れるよう，徹底した経費削減に努めるとともに，住民サービス・企画力の向上に向けて努力してまいりますの
で，今後とも当財団の事業に足を運んでいただきご意見・ご要望をお聞かせ頂ければ幸いでございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１９年２月　　理事長　鈴　木　　宏

総合的所見等
に係る対応

   筑波研究学園都市については，つくばエクスプレスの開業等により，集合住宅や商業施
設の建設が増加し，それに伴う人口増加等により，大きく変容しているところである。
   当法人が実施する本学園都市における芸術・文化振興事業等については，環境の変化
及び住民ニーズ等を的確に捉え，企画力を高め，採算性の高い事業を実施することにより
自主財源を確保できるよう指導していく。
   また，基本財産についても適切な運用に努め，業務の見直しを含めた職員配置につい
ても検討し,経費削減に努めるよう指導していく。
   なお，指定管理者制度への対応として，住民サービスの向上等の取組みについても指
導していく。

＜ 財団法人つくば都市振興財団
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